
“超”危険な中国⾷品、マックやケンタで使⽤︖巨⼤児や奇形児出産、1 歳で胸
が異常発達… 
 
 今年 7 ⽉、使⽤期限切れの鶏⾁が混⼊した⾷⾁が、中国から⽇本に輸出されていたことが発覚。問題と
なった製造元は、世界17 カ国に50 の⼯場を有し、⾷⾁業界では世界最⼤規模といわれるアメリカの⾷⾁
メーカーOSI グループの⼦会社で中国現地法⼈の上海福喜⾷品。 
 同社の⽣産過程として、使⽤期限切れ鶏⾁を使ったり、床に落ちたパティ（ハンバーグのように挽き⾁を
円盤状にしたもの）やチキンナゲットをそのまま製造ラインに戻すなどの映像が中国・上海のテレビ局・東
⽅衛視にスクープされ、「外資系の⾷品なら安⼼」という中国国内に広まっていた考えを覆す、⾮常にショ
ッキングなニュースとなった。これらの鶏⾁は⽇本にも輸出され、⽇本マクドナルドの「チキンマックナゲ
ット」やファミリーマートの「ガーリックナゲット」などに使⽤されていたため、両社がこれらの販売を中
⽌し、購⼊者に対して返⾦するなどの騒動となった。 
 この事件については8 ⽉29 ⽇、上海の検察が「劣悪な⾷品を⽣産、販売した」として同社幹部の6 ⼈を
逮捕したことが報じられた。これで幕引きが図られるかどうかは不明だが、明らかになったのは中国⾷品問
題の氷⼭の⼀⾓という⾒⽅が強く、実態がどうなっているのかに⽇本でも不安と関⼼が⾼まっている。 
 そこで、中国の⾷⾁問題などに詳しいジャーナリストと共に、中国産⾷品について取材した。 
 

●恐怖の中国⾷⾁⽣産事情 
「今回の事件は、中国の企業が使⽤期限切れ鶏⾁を使⽤していたことだけを問題としてニュースが伝わっ
ていますが、中国産⾷品の恐怖はその程度では収まりません」と、中国産⾷品問題を⻑く取材しているジャ
ーナリストは語る。 
「まず、ブロイラーを育てている環境に⼤きな問題があります。通常、ブロイラーを育てる場合は 1 坪当
たり40 ⽻ぐらいが適正な数だといわれています。しかし中国ではコストカットのため、1 坪当たり100 ⽻
以上育てるというのが常態化してしまっているのです。当然こんな環境では狭すぎて不潔で、すぐにブロイ
ラーは病気で死んでしまいます。そして不潔さゆえに悪臭が広まれば、周辺の住⺠にも知れ渡り、内部の様
⼦の写真や動画がインターネットで広まるかもしれません。そうすれば社会問題となってしまいます。そこ
で養鶏業者は、外から⾒えないように窓も⼀切ない建物の中でブロイラーを飼育するようになるのです。暗
闇に閉じ込められ、さらに健康状態も悪化し、3 ⽇で鶏は死滅するといわれるほどひどい環境になるため、
劣悪な環境でも死なないように、強い抗⽣物質を⼤量に与えるのです。さらに、成⻑促進剤も⼤量に与え、
わずか40〜45 ⽇程度という異常ともいえる短い飼育期間で鶏⾁が出荷されているのです」 
 中国でも、中国⼭東省の鶏⾁メーカー・⼭⻄粟海集団が、飼料に⼤量の成⻑促進剤を加え飼育期間を45
⽇間に短縮させたブロイラーで製造した鶏⾁を中国のケンタッキーフライドチキン（KFC）やマクドナルド
に卸していた、と地元メディアなどが報じた。この報道の中で、鶏に与えている飼料を⾷べたハエが即死し
たと伝えており、中国では「速成鶏」として⼤きな社会問題となっている。 
 

●⼈体への影響は︖ 
 このような鶏⾁を⼈間が⾷べても、体に影響はないのだろうか︖ 
 実は中国では、薬品を⼤量に投与して製造された⾷⾁を妊婦が⾷べた結果、成⻑促進剤の影響か、4kg 以
上の巨⼤児の⽣まれる率が⾮常に⾼くなっているのだ。体重が6〜7kg ある新⽣児も珍しくなく、巨⼤児の



出⽣割合は中国国内の新⽣児の 1 割を超えている。これは 10 年前の 5 倍以上の数字だというから、割合
が多くなっているのは確かだろう。 
 中国地元メディアによると、1 歳の⼥児の胸が発達する、3 歳の⼥児が初潮を迎える、6 歳の男児にヒゲ
が⽣えるなど、成⻑促進剤の影響ではないかといわれる事例が頻発しているという。このような環境でつく
られる⾷品が⽇本に輸出されているとしたら、これを⾷べて⼤丈夫なのだろうか︖ 
「⽇本は輸⼊⾷品の検査を⾏っていますが、その検査は⼀部に対してモニタリング検査を実施しているに
すぎません。また、⽇本側がチェックする項⽬は中国側も知っているため、チェックにひっかからないよう
な細⼯をしているのではないかとの不安は拭えません」（前出ジャーナリスト） 
 そもそも中国では、地⽅に⾏くと環境汚染はさらに深刻で、住⺠の過半数ががんを患っている「がん村」
と呼ばれる地域が 200 カ所以上もある。そこでは⼦供でもがんにかかることがあり、奇形児なども珍しく
ない。 
 そんな環境の中では、化学物質に汚染された⽔を使った畑で野菜がつくられていることも多い。そのよう
に中国産の⾷品は、鶏⾁に限らず、どの⾷材においても危険をはらんでいる。 
「⾷品は、⾃分や家族の健康に直結します。だからこそ、可能な限り中国産は避けたほうがいいと思います」
（同） 
 鶏⾁の使⽤期限が切れているというだけではなく、中国産の⾷品は、ほかにも多くの問題をはらんでいる
のかもしれない。その危険性も考えて、私たちは「⾷の安全」を守ることを考えるべきではないだろうか。 
（⽂＝編集部） 


